
令和５年度第２回埼玉県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会開催概要 

 

１ 開催日時  令和６年３月１日（金） １３：３０～１５：００ 

 

２ 開催場所  埼玉職業能力開発促進センター（別館２階 大教室） 

 

３ 主な議題 

（１）令和５年度事業実施状況について 

（２）令和６年度事業実施計画について 

（３）その他 

 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。主な意見は以

下のとおり。 

 

（離職者訓練について） 

・ 企業側のニーズや働く者のニーズが変わってきているとすれば、その変化を求め

るスピードと、体制を整えるスピードがあまりに乖離しすぎると問題があるので、

しっかり対応していただきたい。 

 

（事業主支援について） 

・ ＧＸについては意識啓発が重要である。ＣＯ２の削減については中小企業も待っ

たなしの対応を迫られている。そのため、生産性向上支援訓練はもとより、ポリ

テクセンター埼玉で実施している様々な訓練においても支援をお願いする。 

 

（求職者支援訓練について） 

・ 求職者支援訓練において、デジタル推進人材の育成・確保が課題となっており、

労働局はじめ関係機関との連携の上進めていきたいとのことだが、各行政機関や

経済団体、金融機関、ＩＴ関連企業が連携しながら面的支援を行っていくことが

重要と考えている。今後とも広範な連携についての協力をお願いする。 

 

（広報について） 

・ 各種訓練制度について、商工会議所でも会員企業に対し周知を行っているが、現

場で対応している経営指導員が訓練についての理解を深めることで、より効果が

高まると考えられる。今後経営指導員向けに実施している研修の一環としてポリ



テクセンターの見学を行う事も検討していきたい。 

 

・ 広報については一度で大成功というのは難しいと思うので、少しずつ見直しを行

いながら改善していただきたい。 

 

以  上 
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